
都市像 分野 必要なこと

1
情報（発信、共有、
デジタル化）

バス停に掲示板を設置し、地域の情報を共有

2 高齢者 高齢者が活躍できる場づくり

3 学校・教育 高尾山学園へのスクールバス

4 交通インフラ はちバスの運行ルート見直し、地域住民による運行ルート決め

都市像 分野 必要なこと

1 地域の拠点づくり 地域活動の拠点としての小学校活用

都市像 分野 必要なこと

1

地域の拠点づくり 小学校内に地域の方や入学前の子どもが来られる常設の部屋を設置

情報（発信、共有、
デジタル化）

地域の情報を掲示できるよう、商業店舗へ行政からの声かけ

2 高齢者
はちバスを活用した高齢者の移動支援
（病院やショッピングモールへの移動）

4

交通インフラ モノレール整備 ★

都市計画・居住環境

道路の拡幅・歩道の整備、区画整備 ★

電柱の地中化

多世代が楽しめる公園や複合施設

公園・緑地 憩いの場としての公園の整備

5
企業（誘致、支援、

連携）
企業誘致

都市像 分野 必要なこと

3 子ども・子育て 民生委員と地域とで子どもの情報について共有

都市像 分野 必要なこと

1

地域コミュニティ 町会加入促進

地域の拠点づくり 支援センターの活用

情報（発信、共有、
デジタル化）

情報共有ポスティング

掲示板の活用

交流の場 地域交流の場としての各町会会館の利用

3

スポーツ・文化
・生涯学習

八王子市の歴史バスツアー（ガイド：地域の方）

学校・教育 地域と小学校で実施する交通安全訓練（通学路で実施）

6 自然・環境 美化活動、ごみの回収ボランティア袋を各戸へ配布

都市像 分野 必要なこと

1

地域コミュニティ

地域内での挨拶、子どもや若い人への声かけ、顔の見える関係作り

地域活動への子どもたちの参加

地域活動を通したやりがいの創出

北条氏照まつりへの積極的な参加

交流の場
花植え活動等、様々なきっかけを通じた交流、花畑のあるまちづくり

みんなが参加できる地域イベント、住民交流（さんま祭り）

2 高齢者 高齢者向けの買い物・食事支援

3 学校・教育

地域の人による、小学校での八王子ならではの授業
（段ボール甲冑作り、元八王子の歴史授業）

子どもたちの学習支援

元八王子中学校区 ≪地域のありたい姿の実現に向けて必要なこと≫ 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿

●ウェルカムな街 もとはちおうじ
～すべての人に安心・安全な美しい街～

●大人も子供もつながりを大切に
仲が良い元八王子

〇「地域主体」&「すぐにできる」

〇「地域主体」&「時間がかかる」

ありたい姿の実現に向けて必要なこと ★ ２グループで共通して挙げられた意見

〇「協働」&「時間がかかる」

〇「協働」&「すぐにできる」

〇「行政主体」&「すぐにできる」

校区の特徴

 多世代のつながりや、多様な立場の人との交流や助け合いを重視する意見が多くあった。

 地元への愛着を育てるために、地域のお祭りへの積極的な参加や、小学校での地域に関する授業

実施が必要という声があった。

 道路拡幅や交通インフラの整備を通し、利便性の向上や安全性の確保を望む声があった。

〇「行政主体」&「時間がかかる」



都市像 分野 必要なこと

1 地域コミュニティ 地域のお祭りの実施（維持・運営）

5 産業振興 農業体験や農業スクールの開設

都市像 分野 必要なこと

1
地域の拠点づくり 空き家を利活用し、コミュニティ広場へ

地域人材の育成 ボランティア研修の実施

2 高齢者

介護タクシーの充実、タクシークーポンの発行
（介護に閉じない活用も視野：赤ちゃん支援など）

高齢者にタブレット端末の支給

独居高齢者の把握（行政からの支援が必要）

シニア学習教室の開催

3
スポーツ・文化
・生涯学習

「雑学大学」の開校 （高齢者の活躍の場にも）

4 都市計画・居住環境 安価に住宅を提供し、住みやすい選ばれる街へ

都市像 分野 必要なこと

3
スポーツ・文化
・生涯学習

八王子城の復元

4

交通インフラ
安全な通学路、小学生専用道路の整備

元八王子へのモノレール整備

公園・緑地

交流の場として公園の活用見直し
（防災公園の平時の活用や誰もが使えるようなルールの見直し等）

災害時に活用できる公園の整備
（避難場所,交流の場,トイレ・炊事場 等）

八王子に大きな森林公園の設置

6 自然・環境 北浅川の洪水対策強化

都市像 分野 必要なこと

1

地域コミュニティ 近所でのあいさつ、声かけ活動の推進

地域人材の育成
自分たちも楽しみ、学べるボランティア活動の推進
（お試しボランティアなど、トライアルの機会を増やす）

2 見守り・支え合い 全世代が利用できる食堂「だれでも食堂」の開設（食を伴わなくても可）

3

子ども・子育て

子ども食堂の拡充

中高大学生にボランティアポイント制度の導入（子どもケアに若者の力
を）

スポーツ・文化
・生涯学習

地域資料（歴史・文化・民俗）のアーカイブ化

学校・教育
小学校の学習支援に高齢者の活用促進

放課後の学習会の実施など、誰も取り残さない学習支援の推進

4
防災 地域で互助がやりやすくなるよう防災訓練の積極的実施

景観・まちなみ 元八王子地区の八十八景の選定・展示 ホームページ化

5 産業振興 既存施設のPR,活用推進（高尾の森自然学校やわくわくビレッジなど）

都市像 分野 必要なこと

1
地域コミュニティ 町会自治会への加入率を上げる

交流の場 きょうよう（今日用）・きょういく（今日行く）活動の場づくり

6 自然・環境 里山や休耕地の宅地目的以外の利活用

都市像 分野 必要なこと

1 交流の場 学校・空き教室を解放し、交流の場として活用（開かれた学校）

2 高齢者 行政・地域それぞれによる高齢者の集まりやすい場づくり

城山中学校区 ≪地域のありたい姿の実現に向けて必要なこと≫ 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿

●Shoku（触・食・職）で人がつながる街

●「緑」と「歴史」に恵まれた安全・安心で
笑顔にあふれた まちづくりを目指して

〇「地域主体」&「すぐにできる」

〇「地域主体」&「時間がかかる」

ありたい姿の実現に向けて必要なこと

〇「協働」&「時間がかかる」

〇「協働」&「すぐにできる」

〇「行政主体」&「すぐにできる」

校区の特徴

 高齢者が情報化社会の中で取り残されないような支援として、「高齢者にやさしいまちづくり」に

関する声や高齢者の学びの場を求める声が多くあった。

 地域の人口減や高齢化の対策として、世代交代や若者の流出防止、若い世代の移住を期待する声

があった。

 人と人とのつながりを重視した世代間の交流などに学校を活用したいという意見があった。

〇「行政主体」&「時間がかかる」



都市像 分野 必要なこと

1

地域の拠点づくり 拠点づくり集まれる場

情報（発信、共有、
デジタル化）

やりたいを集める・ひろめる 掲示板 ネット、リアルも

交流の場
イベント開催 （グランピング・古民家宿泊体験・農業体験・ホタル観賞
・釣り）

2 見守り・支え合い

“私の得意”人材登録バンク みんなの得意を登録してマッチングをしてつ
なげる★

有償(格安)ボランティアによる軽作業

5
産業振興

活発な施設を助成「つり堀」「夕やけこやけの里」

農産物の加工所

雇用・就労 ワーケーション

都市像 分野 必要なこと

1 意見交換の場 意見交換Café募集→指定→公開

5 産業振興

間伐などの残材の利用
興味のある人も呼び込んで協力してもらう

○○学校をホテルに改修

温泉を掘る

ジビエのための準備・解体施設を作る★
野獣の駆除と活用、おいしいものを提供する

都市像 分野 必要なこと

1

地域人材の育成
行政(市)・リーダーが必要・地域活性化リーダー育成講座
人材育成(発掘)

情報（発信、共有、
デジタル化）

市のHPバナー(大きめに)本日の話 進めるプロジェクトの公開

3 学校・教育 学校の連携高校-中学-小学体験学習（学校間の仲を深める）

4
交通インフラ 交通網の整備★

都市計画・居住環境 土地利用に関する規制の緩和

都市像 分野 必要なこと

4

交通インフラ
道路整備★
トンネルを掘る
他地域の観光資源への道をつなげる

都市計画・居住環境

財政支援空き家整備
空き家の保護、貸与

古民家買い上げ保護
定住につなげる支援

5 産業振興
ジビエの活用
ジビエ・農作物加工所設置★

都市像 分野 必要なこと

1

地域コミュニティ
地域の魅力を掘りおこす町あるき

住民の知識・特技を活用したワークショップイベント

情報（発信、共有、
デジタル化）

今、行っている活動を発信していく
地域の人が楽しむ姿を発信

3
スポーツ・文化
・生涯学習

伝統芸能を次の世代につなげる、SNS・実際に参加してもらう

地域の住民から地域の歴史を学ぶ

伝統食の学び

4
交通インフラ 地域ハイヤーいつでも呼べて移動できる

都市計画・居住環境 空き家の管理を請け負う

5
企業（誘致、支援、

連携）

地域経営、運営団体（株式会社）をつくる、意欲のある人を集める★

企業誘致

恩方中学校区 ≪地域のありたい姿の実現に向けて必要なこと≫ 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿

●「情報発信」と「交流」で良い（イイ）加減
の地域

●恩方観光地プロジェクト
～みんなが主役！たのしくすごせる恩方

〇「地域主体」&「すぐにできる」

〇「地域主体」&「時間がかかる」

ありたい姿の実現に向けて必要なこと ★ ２グループで共通して挙げられた意見

〇「協働」&「時間がかかる」

〇「協働」&「すぐにできる」

〇「行政主体」&「すぐにできる」

校区の特徴

 「地域主体」＆「すぐにできる」が多く挙げられ、地域で主体的に課題解決に取り組む意向がある。

 次世代に対して自然や伝統文化を守り伝えたい気持ちが根付いている。

 空き家や遊休施設の増加という課題に対し、住民や来訪者の交流の場に活用しようという活動が

行われている。

〇「行政主体」&「時間がかかる」

意見なし


